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学び創造研究会 個人研究の部     

研究資料「わたしたちと子どものあゆみ」 

長野市立三輪小学校 研究推進部 

１ 校内研究の取組の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グランドデザインから校内研究構想へ 

https://youtube.com/shorts/V1B3ty1k_k0 

信濃教育会「学び創造研究会」三輪小  まずは↑ 

https://youtube.com/shorts/V1B3ty1k_k0
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２ ともに学び合う 校内研究の歩み（前期） 

（１）今年度の校内研究への思い ～昨年度の校内研究を振り返る O研究主任～ 

前期の研究推進を振り返る研修日に、「学校全体の研究のはずなのに、気づけば自分

一人が進めていたり、公開授業者の H先生に大きな負担をかけていたりしたのではない

か。三輪小の教育の方向をみんなで共有し、もっと、一人一人が自分のやりたい実践研

研究推進部からの発信「ともに学び合う」授業研究スケッチ（６月） 
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究ができるようにしたい」と昨年度までのトップダウン型の研究体制に立ち止まった。

教師自身の学びが自律的でなければ、子どもたちの自律した学習者を育てることは難し

い。そのような問題意識から「子ども自らが心ゆくまで探究する授業」を支える教師が、

通常の業務の中で、学び育つシステムの構築が本校の喫緊の課題として浮かび上がった。 

まずは、一人一人が自らの授業改善に取り組める時間と場を生み出すこと。そして

個々の教師が心ゆくまで教材研究を行い、同僚と子どもの事実を語り、自らの価値観や

持ち味に気付いていく学びの場を求めることができる校内研究体制を探りたい。 

今年度の研究推進部では、「「学校組織マネジメント研修」（文部科学省，2005）で示さ

れたチーム・マネジメントの展開を参考に、一人一人の個性豊かな三輪小学校の教師が

互いの力量を生かせるパートナーシップ型の研究体制の在り方に着目した。具体的には、

３人程度のチームを編成し、研究の場そのものを教師に委ねていくことで、教師自らが

自己選択や自己調整をしながら自分ごととしての研究を進めることができるのではな

いかと考えている。基本的なチーム研究スタイルとしては、①「まずは「何かをする」

（アクション）②「次に「省察からその成果をチームとして喜び、他チームにアピール

する場を設ける」（みわカフェでの語り合いの場）③「さらに「次のターゲットを決めて、

新たなアクションを起こす」といった継続的・自主的・創造的な教師の取り組みを大切

にしていく。また、研究主任はファシリテーター的な役割を担い、各チームリーダーが

実践研究を推進していく。さらには、各チームのチーフリーダーが必要に応じて「みわ

カフェ（合同研究日）」を設けたり体験型教材研究会を企画したりしていきたい。そし

て、研究ウィークを企画し、お互いの授業を見合い、みわカフェで語り合いながら、自

分磨きを重ねていく場を設けたい。チーム研究が展開し、互いが巻き込み合いながら授

業改善を図っていきたい。 

 

（２）今年度の取組 

学校グラウンドデザイン「ともに学び合う学校づくり」に向け、私たち教師自身が自

律的に学ぶことができる校内研究の在り方を探っている。 

テーマの設定に合わせ、研究スタイルも主任を中心とする「トップダウン型」ではな

く、各自が本当に追究したいことを自由に研究できる「ボトムアップ型」のチームスタ

イルを検討した。「研究ありき」ではなく、より必要感を持って取り組めるようにする

ためだ。そして、最終的には「やってよかった」と先生方に思ってもらえるよう、主任

として取り組んでいきたい。 
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【パートナーシップ型の校内研究体制「チーム研究」の試み】 

長野市が目指す「自学自習の資質能力」として、「子どもが他者と協働しながら、自

らの学びを調整しようとする力」を育みたいと願い、授業実践を続けている。そのため

に必要となるのは、教師自身が研究課題をもち、同僚との対話と協働を重ねながら、研

究の方法や内容を、選択・調整しながら学び合う「自分磨き」を進めていきたい。 

「教師も自らの学びの運転手」を合言葉に、３人程度のチームを編成し、研究内容や

方法、研究の進度なども各チームに委ねていきたい。少しずつだが、私たち教師も子ど

もと同じように自律的に学ぶ学習者として成長できる校内研究となるのではないだろ

うか。 

【同僚との語り合いの場「みわカフェ」の継続】 

研究推進部では、教師も学びの主人公の一人として個々の先生方の悩みや課題、願い

に寄り添いながら、子どもたちの多様性を包み込む授業の実現に向けた校内研修の在り

方について考えてきた。同僚との語り合いの中で、「もっと小回りのきくグループ研究

ではどうか」「先生方からもっと学ぶチャンスがほしい」というアイデアから、今年度

は小グループでの対話型校内研修「みわカフェ」を試みています。自らの授業課題をも

とに、3人チームによる計画・実践・振り返りのサイクルを回していきます。研究の内

容や方法を教師自身が選択していくことを大切にしている。 

カフェスタイルの校内研修「みわカフェ」では、運動会の在り方を話し合ったり、授

業で大切にしたいことをお互いに語り合ったりしてきた。また、生活・総合のウェビン

グマップづくりといったワークショップも取り入れてる。そして、チームの同僚と、「と

もに学び合う姿とは」「すてきな子どもの姿を紹介し合おう」「わたしの憧れの先生像」

「授業で大切にしていること」など、自分の思いや考えを言葉にして伝えたり、授業づ

くりに向けたその時々の旬のテーマをめぐり語り合っている。 

３ みわカフェの様子 フォトギャラリー  
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共同研究者の宮野先生より 

三輪小学校の対話型校内研修の核となる「みわカフェ」では、先生方

がお互いの提案や助言に刺激されて、「それならこういうのはどうか」

「これも楽しいのでは」という開かれた会話を展開しています。そうし

た相互触発する関係を追求する「みわカフェ」は、個業化や抱え込みに

苛まれる現代において、従来型の校内研修を問い直す試みといえます。 
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４ 「みわカフェ」で話し、「研究ウィーク」で実践 

 「「みわカフェ」では、「すてきな子ど

もの姿」や「憧れの先生像」、「授業で

大切にしていること」「運動会は必要

か」「夏休みの思い出」など、多岐にわ

たるその時々の旬のテーマについて

対話をしてきた。教師としての自分を

振り返りながら同僚に語ることに最

初は少し緊張していた様子があった

が、どんどん自身の思いや願いを語る

先生方の姿があった。互いの思いを知

るとともに、これまでは知らなかった

その先生の一面にも出会うことがで

き、教師としての同僚性も深まってい

るように感じている。 

 

「みわカフェ」では 3人ほどのチームで授業や教材、子ども理解について話し合う時

間もある。「子どもが発見する授業」「自律的な学ぶ子どもを育てたい」「ＩＣＴ活用に

よる対話的な学びを」「子どもの願いを大切にした導入の工夫」など、チームでの課題

も設定している。授業を見合う「研究ウィーク」では、お互いの授業と子どもの姿を語

り合う機会としている。 
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５ ともに学び合う 校内研究の歩み（後期） 

（１）研究推進部でのふり返り（10 月）  

研究推進にあたっては「対話すること」（みわカ

フェ）を位置づけ、少人数（３，４人のグループ）

での「対話」を積み重ねてきた。「これまでの授業

の振り返り」や、「多様な児童を受け容れる授業

のあり方」のみわカフェでは、「授業で困ってい

ることを共感してもらえた」や、「新しいアイデ

ィアを知ることができた」など好意的な感想が多

くあった。このように「対話する」ことは、他者

の考えに触れ新たな気づきを得たり、自らに問い

返して新たな課題を見つけたりすることにつな

がる。1学期の成果は、先生方が「対話」を通し

て研究テーマの実現に向け取り組みたいことを

各自で明確にすることができたことだ。 

一方で、みわカフェでの対話が日々の授業改善

に直結していく時間となっているかという課題

も浮き彫りになった。後期からの課題は少人数

（３人程度のグループ）で、対話を重ねながら

日々の授業改善をいかに進めていくかという点

である。従来の研究スタイルよりも自由度が高い

ぶん、何をしてよいか迷い停滞することが予想さ

れる。また、どう授業に反映させればよいかで困

る場面もあると思う。各グループに「チーフ」（研

究推進係）がいるので、係で密に連携し、進捗状

況や困っていることなどを共有し、全体でサポー

トしていく仕組みを構築していきたい。また、外

部講師の力も借りながら適宜評価・検証すること

で意欲を高め、研究をダイナミックに進めていきたい。そして主任としては、関わりが

ありそうなことや授業の様子を紹介するなど、グループを超えて積極的に関わることで

架け橋となり、研究全体を盛り上げていきたいと思う。 
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（２）チーム研究（１０月）授業づくりで課題に感じていること 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 後期も、一人一人が自分磨きのテーマをもって授業づくりに取り組んでほしいという

願いから、「わたしの授業づくり」について考える機会を設けた。みわカフェの時間に、

互いの授業づくりの課題について共有した。 

 １１月の研究ウィーク②に向けて、毎週のチーム研究日を各チーフが運営し始めてい

る。研究の方法も「場面を決めて授業を見合う」や「撮影した動画を振り返る」など、

チームで決めた方法で取り組み、週１回の研究日に振り返りと次回の相談を重ねてきて

いる。１１月２８日（金）の学び創造研究会では、これまでの積み重ねをもとに、各チ

ームの計画による授業公開と放課後のみわカフェを予定している。 

（３）学び創造研究会の日程 

 ２８日（金）の公開授業では、①「総合（３年）」②「道徳（４年）」、③「生活（１

年）」、④「特別支援」、⑤「社会（５年）」を予定している。

それぞれ自らの授業課題に対しチームでの検討を重ねてき

たものを取り入れた授業を行う。参観される方には、「みわ

カフェ①」で子どもたちの姿を通して何を感じ取っていただ

いたのかを教えていただきたい。 

 「「みわカフェ②」では、各チームから提案されたテーマに

ついて情報交換やアイディアを語り合いたいと考えている。 


